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調査の目的

調査の設計

渋谷区スポーツに関する意識調査 報告書
（概要版）
平成２９年２月

本調査は、区民のスポーツや運動に関する活動の実態や意識について把握し、区民がスポーツを通じ

て楽しく生き生きと健康的な生活が送れるよう、スポーツ施策を推進していくことを目的とする。

◆スポーツや運動の定義

本調査では、「スポーツや運動」とは、サッカーや野球など競技スポーツだけでなく、ウォーキング

や体操、ストレッチなどの軽い運動も含んでいます。

Ⅰ　区民（一般区民）

Ⅲ　区民（障害者）

Ⅴ　民間事業者等

Ⅱ　区民（ＷＥＢ調査）

Ⅳ　スポーツ関係団体

Ⅵ　ヒアリング調査

本調査は、以下に示すような内容で、区民・団体・事業者等を対象としたアンケート調査を実施した。

・調査対象：区内に居住する20歳以上の男女

3,500人

・抽出方法：無作為抽出

・調査方法：郵送配布・郵送回収

・調査時期：平成28年10月

・調査対象：区内に居住する障害者手帳を所持して

いる20歳以上の男女　422人

・調査方法：関係団体等を通じた配布・郵送回収

・調査時期：平成28年10月

・調査対象：区内で営業している民間スポーツクラ

ブ・事業者（30事業者）

・調査方法：郵送配布・郵送回収

・調査時期：平成28年10月

・調査対象：調査会社の登録者（リサーチモニター）

530人

・調査方法：インターネット調査

・調査時期：平成28年10月

・調査対象：区内で活動しているスポーツ関係団体

（75団体）

・調査方法：郵送配布・郵送回収

・調査時期：平成28年10月

・調査対象：一般社団法人日本フィットネス産業協会

に所属し、かつ、 区内で営業している

民間スポーツクラブ（５事業者）

・調査方法：往訪の上、面談で実施

回収結果
回収結果は、以下のとおりである。

報告書を利用するにあたって
○図・表中のｎ、件数とは、基数となる実数のことである。
○回答はｎ、件数を100％として百分率で算出してある。小数点以下第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が全体を示す数値と一致しない
ことがある。

○複数回答ができる質問では、回答比率の合計が100％を超える。
○クロス集計において、基数となる実数（ｎ）が極端に少なくなる場合は正確に分析できないため、本文中では触れていない場合がある。ただし、参
考のために図・表中には掲載している。
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①健康状態は、「健康」と「どちらかといえば健康」を含めた『健康』と感じる人は84.6％

②運動不足感は、「どちらかといえば運動不足を感じる」と「運動不足を感じる」を含めた『運動不足を感

じる』人は67.6％

③１日に体を動かす時間が「60分以上」の人は46.4％

④日常生活において、日頃から体を動かすように意識している人は78.1％

①この１年間にスポーツや運動を行った頻度が週に１日以上の人が49.6％

②この１年間に行ったスポーツや運動は「散歩」が62.7％、「ウォーキング、ジョギング」が42.3％

③スポーツを行う場所は「道路・遊歩道」が53.8％

④スポーツや運動を行う理想的な頻度が「週に１日以上」は81.2％

⑤今後、スポーツや運動を行いたい場所は「自然の中で、スポーツや運動をしたい」が57.4％

①この１年間に障害者スポーツを観戦した人は「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦した」人が41.6％、

「会場等で実際に観戦した」人が2.8％

②障害者スポーツの振興を図るために必要なことは、「障害者スポーツについての理解・ＰＲ」が49.8％、

「施設のバリアフリー化」が43.7％

①渋谷区地区体育会を認知している人は37.9％

②今後、地区体育会に参加したいと思う人は62.8％

③今後、地区体育会が行う事業で参加したい活動は、「気軽に参加できるスポーツ大会やイベント」が

36.2％

①区立スポーツ施設を利用したことがある人は53.6％

②民間スポーツクラブを利用したことがある人は39.3％

③いずれも施設を利用する理由の1位項目は「身近なところにある」で、区立スポーツ施設が80.2％、民

間スポーツクラブが28.9％

①スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向は、「参加したいと思う（継続したいと

思う）」が15.2％

②スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なことは、「気軽に参加できる機会の充実」が

47.6％

Ⅰ　区民（一般区民）調査結果のまとめ

◎健康状況・日常生活の行動について

◎スポーツの実施状況などについて

◎障害者スポーツについて

◎地区体育会について

◎スポーツ施設について

◎スポーツボランティアについて
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①スポーツや運動に関する情報発信方法の希望は「渋谷区広報紙」が最も多く、次いでインターネット

(FacebookやtwitterなどのSNSを除く)

②この１年間に会場でスポーツを観戦した人は、48.8％、渋谷区を本拠地とするプロバスケットボールチ

ームの応援意向・関心意向は、33.9％

③スポーツや運動をする場合に困っていることは、「使いやすい施設や場所がない」が23.2％

④区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「高齢者や障害者

がスポーツや運動をしやすい環境づくりの推進」が35.3％

◎今後のスポーツ推進について

①東京2020オリンピック・パラリンピックについて、「テレビやインターネットでの観戦」をしたい人はオリン

ピックで67.5％、パラリンピックで49.5％

②「スタッフ・ボランティアとしての運営協力で関わりたい」人がオリンピックで22.0％、パラリンピックで

16.0％

③東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待することは、「感動や興奮の共有」

が57.2％、「選手の活躍・メダル獲得」が31.6％、「外国との交流の進展、外国の歴史や文化、人々へ

の理解促進」が30.9％

◎東京2020オリンピック・パラリンピックについて
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日頃から意識して体を動かしているかについては、日頃から意識をしている人が78.1％となっている。（※

「特に意識していない」、「無回答」を100％から除いた数値。）意識していることでは、「できるだけ、外に出

歩くように心がけている」が47.2％で最も多くなっている。

◆日頃から体を動かすように意識しているか

あなたは、日 いて、日 から体を動かす していますか。 

（あてはま す て ○） 
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この１年間にスポーツや運動を行った頻度は、「週に１～２日（年51～150日）」が30.6％で最も多く、「週に

３日以上（年151日以上）」（19.0％）を含めると『週に１日以上』（計）は約半数となっている。

◆１年間にスポーツや運動を行った頻度

１日に体を動かす程度は、「60分以上」が46.4％で最も多くなっている。次いで、「20分以上40分未満」

（22.7％）、「40分以上60分未満」（20.2％）が２割台となっている。

◆１日に体を動かす程度

あなたは、毎日どれくらい体を動かしていますか。（○は１つ） 

22.7 20.2 46.4 7.2
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20分以上40分未満 40分以上60分未満

60分以上 ほとんど動くことはない

わからない 無回答
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この１年間にスポーツや運動を行った人に行ったスポーツや運動をきいたところ、「散歩」が62.7％で最も

多く、次いで、「ウォーキング、ジョギング」（42.3％）、「筋力トレーニング・マシントレーニング」（27.1％）などと

なっている。

◆１年間に行ったスポーツや運動



- 6 -

この１年間にスポーツや運動を行った人にスポーツや運動を行った場所をきいたところ、「道路・遊歩道」

が53.8％で最も多く、次いで、「民間のスポーツ施設」（36.5％）、「自宅」（34.5％）などとなっている。

◆スポーツや運動を行った場所

この１年間にスポーツや運動を行わなかった人にどのようなきっかけ・チャンスがあったらスポーツや運動を

したいと思うかをきいたところ、「自分の意欲（やる気）」が37.6％で最も多く、次いで、「美容･ 健康の維持向上」

（28.1％）、「身近に運動できる場の提供」（27.6％）、「家族や友人の誘い」（20.4％）などとなっている。

◆どのようなきっかけ・チャンスがあったらスポーツや運動をしたいと思うか
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どのような機会や場所でスポーツや運動をしたいかは、「自然の中で、スポーツや運動をしたい」（57.4％）、

「区のスポーツ施設を利用して運動したい」（54.2％）が半数を超えている。次いで、「近くの公園などを利用し

て運動したい」（40.2％）、「自分の家の中でできる運動をしたい」（34.0％）などとなっている。

障害者スポーツの振興を図るために必要なことは、「障害者スポーツについての理解・ＰＲ」が49.8％で最

も多く、次いで、「施設のバリアフリー化」（43.7％）、「指導員の養成」（40.2％）、「施設までのアクセスのバリアフ

リー化」（39.9％）などとなっている。

◆どのような機会や場所でスポーツや運動をしたいか

◆障害者スポーツの振興を図るために必要なこと
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今後、地区体育会が行う事業で参加したいと思う活動は、「気軽に参加できるスポーツ大会やイベント」

（36.2％）、「個人で楽しめる定期的活動」（33.6％）が３割台などとなっている。

スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向は、「参加したいと思う（継続したいと思う）

」が15.2％と「参加したいと思わない（継続したいと思わない）」（28.3％）を下回っている。また、「わからない」

が51.0％と多くなっている。

◆今後、地区体育会が行う事業で参加したいと思う活動

◆スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向
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スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なことは、「気軽に参加できる機会の充実」（47.6

％）、「ボランティア情報の入手しやすさ」（41.3％）が４割台となっており、次いで、「自由に使える時間の確保」

（28.6％）、「イベント・大会の魅力向上」（14.4％）などとなっている。

◆スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なこと
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東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待することは、「感動や興奮の共有」が

57.2％で最も多くなっている。次いで、「選手の活躍・メダル獲得」（31.6％）、「外国との交流の進展、外国の

歴史や文化、人々への理解促進」（30.9％）、「街のバリアフリー化の促進」（29.6％）、「子供たちの体力向上」

（29.5％）が３割前後などとなっている。

◆東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待すること
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区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「高齢者や障害者が

スポーツや運動をしやすい環境づくりの推進」が35.3％で最も多く、次いで、「気軽に参加できるスポーツや

イベントの開催」（27.2％）、「初心者向け教室・行事の充実」（27.1％）、「スポーツや運動をしやすい遊歩道や

公園等の環境の整備」（25.8％）、「青少年のスポーツ活動の推進」（24.3％）などとなっている。

◆区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきこと
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①健康状態は、「健康」と「どちらかといえば健康」を含めた『健康』と感じる人は86.2％

②運動不足感は、「どちらかといえば運動不足を感じる」と「運動不足を感じる」を含めた『運動不足を感

じる』人は69.8％

③１日に体を動かす時間が「60分以上」の人は29.1％

④日常生活において、日頃から体を動かすように意識している人は75.8％

①この１年間にスポーツや運動を行った頻度が週に１日以上の人が38.1％

②この１年間に行ったスポーツや運動は「ウォーキング、ジョギング」が54.8％、「散歩」が54.5％

③スポーツや運動を行う場所は「道路・遊歩道」が52.2％

④スポーツや運動を行う理想的な頻度が「週に１日以上」は76.2％

⑤今後、スポーツや運動を行いたい場所は「区のスポーツ施設を利用して運動したい」が42.6％

①この１年間に障害者スポーツを観戦した人は「テレビ、ラジオ、インターネット等で観戦した」人が29.8

％、「会場等で実際に観戦した」人が4.3％

②障害者スポーツの振興を図るために必要なことは、「施設のバリアフリー化」が44.7％、「障害者スポー

ツについての理解・ＰＲ」が40.6％

Ⅱ　区民（WEB調査）調査結果のまとめ

◎健康状況・日常生活の行動について

◎スポーツの実施状況などについて

◎障害者スポーツについて

①渋谷区地区体育会を認知している人は33.6％

②今後、地区体育会に参加したいと思う人は40.6％

③今後、地区体育会が行う事業で参加したい活動は、「個人で楽しめる定期的活動」42.3％

①区立スポーツ施設を利用したことがある人は44.2％

②民間スポーツクラブを利用したことがある人は38.3％

③いずれも施設を利用する理由の1位項目は「身近なところにある」で、区立スポーツ施設が76.9％、民

間スポーツクラブが39.6％

①スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向は、「参加したいと思う（継続したいと

思う）」が16.6％

②スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なことは、「気軽に参加できる機会の充実」が

47.5％

◎地区体育会について

◎スポーツ施設について

◎スポーツボランティアについて
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①スポーツや運動に関する情報発信方法の希望は「渋谷区広報紙」が最も多く、次いでインターネット

(FacebookやtwitterなどのSNSを除く)

②この１年間に会場でスポーツを観戦した人は、50.6％、渋谷区を本拠地とするプロバスケットボールチ

ームの応援・関心意向は、30.2％

③スポーツや運動をする場合に困っていることは、「一緒にやる仲間やグループがない」が23.6％

④区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「気軽に参加でき

るスポーツやイベントの開催」が22.6％

◎今後のスポーツ推進について

①東京2020オリンピック・パラリンピックについて、「テレビやインターネットでの観戦」をしたい人はオリン

ピックで51.9％、パラリンピックで39.1％

②「スタッフ・ボランティアとしての運営協力で関わりたい」人はオリンピックで20.6％、パラリンピックで

14.9％

③東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待することは、「感動や興奮の共有」

が38.9％、「選手の活躍・メダル獲得」が29.1％、「スポーツへの関心の高まり」が21.7％

◎東京2020オリンピック・パラリンピックについて
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この１年間にスポーツや運動を行った頻度は、「週に１～２日（年51～150日）」が23.0％で最も多く、「週に

３日以上（年151日以上）」（15.1％）を含めると『週に１日以上』（計）は38.1％となっている。

◆１年間にスポーツや運動を行った頻度

日頃から意識して体を動かしていることでは、日頃から意識をしている人が75.8％となっている。（※「特

に意識していない」を100％から除いた数値。）意識していることでは、「できるだけ、外に出歩くように心がけ

ている」が46.8％で最も多くなっている。

◆日頃から体を動かすように意識しているか

１日に体を動かす程度は、「60分以上」が29.1％で最も多くなっている。次いで、「20分以上40分未満」

（26.8％）、「ほとんど動くことはない」（21.3％）などとなっている。

◆１日に体を動かす程度
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この１年間にスポーツや運動を行った人に行ったスポーツや運動をきいたところ、「ウォーキング、ジョギン

グ」が54.8％で最も多く、次いで、「散歩」（54.5％）、「筋力トレーニング・マシントレーニング」（30.1％）などと

なっている。

◆１年間に行ったスポーツや運動

この１年間にスポーツや運動を行った人にスポーツや運動を行った場所をきいたところ、「道路・遊歩道」

が52.2％で最も多く、次いで、「自宅」37.6％、「民間のスポーツ施設」36.2％などとなっている。

◆スポーツや運動を行った場所
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この１年間にスポーツや運動を行わなかった人にどのようなきっかけ・チャンスがあったらスポーツや運動

をしたいと思うかをきいたところ、「自分の意欲（やる気）」が44.8％で最も多く、次いで、「身近に運動できる

場の提供」（21.3％）、「美容・健康の維持向上」（15.5％）、「家族や友人の誘い」（13.2％）などとなっている。

◆どのようなきっかけ・チャンスがあったらスポーツや運動をしたいと思うか

どのような機会や場所でスポーツや運動をしたいかは、「区のスポーツ施設を利用して運動したい」（42.6

％）、「自然の中で、スポーツや運動をしたい」（41.7％）が４割を超えている。次いで、「近くの公園などを利

用して運動したい」（33.0％）、「自分の家の中でできる運動をしたい」（31.9％）などとなっている。

◆どのような機会や場所でスポーツや運動をしたいか
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障害者スポーツの振興を図るために必要なことは、「施設のバリアフリー化」が44.7％で最も多く、次いで、

「障害者スポーツについての理解・ＰＲ」（40.6％）、「施設までのアクセスのバリアフリー化」（38.3％）、「指導

員の養成」（34.5％）などとなっている。

今後、地区体育会が行う事業で参加したいと思う活動は、「個人で楽しめる定期的活動」が42.3％で最も

多く、次いで、「気軽に参加できるスポーツ大会やイベント」（35.8％）、「子供から大人まで地域の誰もが楽し

める活動」（25.7％）などとなっている。

◆障害者スポーツの振興を図るために必要なこと

◆今後、地区体育会が行う事業で参加したいと思う活動
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スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向は、「参加したいと思う（継続したいと思

う）」が16.6％と「参加したいと思わない（継続したいと思わない）」（31.5％）を下回っている。また、「わからな

い」が51.9％と多くなっている。

スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なことは、「気軽に参加できる機会の充実」が47.5

％で最も多く、次いで、「ボランティア情報の入手しやすさ」（31.5％）、「自由に使える時間の確保」（29.2％）

などとなっている。

◆スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向

◆スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なこと
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東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待することは、「感動や興奮の共有」が

38.9％で最も多く、次いで、 「選手の活躍・メダル獲得」（29.1％）、 「スポーツへの関心の高まり」（21.7％）、

「外国との交流の進展、外国の歴史や文化、人々への理解促進」（20.6％）などとなっている。

◆東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待すること



- 20 -

区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「気軽に参加できるス

ポーツやイベントの開催」（22.6％）、「働き世代のスポーツ活動の推進」（20.4％）、「初心者向け教室・行事

の充実」（19.1％）、「高齢者や障害者がスポーツや運動をしやすい環境づくりの推進」（18.5％）、「青少年の

スポーツ活動の推進」（17.9％）などが上位にあげられている。

◆区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきこと
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①この１年間にスポーツや運動を行った頻度が週に１日以上の人が52.2％※

②この１年間に行ったスポーツや運動は「散歩」が61.0％

③一緒にスポーツや運動を行う相手は「福祉施設の職員・仲間と」の人が37.2％

④障害者がスポーツや運動を行う上で、絶対に必要だと思うものは「周囲の理解」が31.4％

※問2-1で算出している『週に１日以上』（60.6％）を全体の母数（n=159）で割った割合(52.2%)

①１日に体を動かす時間が「60分以上」の人は30.8％

②日常生活において、日頃から体を動かすように意識している人は62.9％

①スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向は、「参加したいと思う（継続したいと

思う）」が11.9％

②スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なことは、「気軽に参加できる機会の充実」が

24.5％

①東京2020オリンピック・パラリンピックについて、「テレビやインターネットでの観戦」をしたい人はオリン

ピックで47.8％、パラリンピックで42.1％

②東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待することは、「障害者への理解促

進」が44.0％、「障害者スポーツの発展」が35.8％

Ⅲ　区民（障害者）調査結果のまとめ

◎スポーツの実施状況などについて

◎日常生活の行動について

◎スポーツボランティアについて

◎東京2020オリンピック・パラリンピックについて

①スポーツや運動に関する情報発信方法の希望は「渋谷区広報紙」が最も多い

②この１年間に会場でスポーツを観戦した人は、49.1％、渋谷区を本拠地とするプロバスケットボールチ

ームの応援・関心意向は、28.9％

③区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「高齢者や障害者

がスポーツや運動をしやすい環境づくりの推進」が55.3％

◎今後のスポーツ推進について
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この1年間に行ったスポーツや運動は、「散歩」が61.0%で最も多くなっている。次いで、「体操・ラジオ体

操・健康体操」（26.4%）、「ウォーキング、ジョギング」（23.3%）、「ボウリング」（22.0%）が2割台などとなってい

る。

◆1年間に行ったスポーツや運動
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この１年間にスポーツや運動を行った人にスポーツや運動を行った頻度をきいたところ、「週に１～２日（

年51～150日）」が32.1％で最も多く、「週に３日以上（年151日以上）」（28.5％）を含めると、『週に１日以上』

（計）は約６割となっている。

◆スポーツや運動を行った頻度

この１年間にスポーツや運動を行った人にスポーツや運動を行う場所をきいたところ、「道路・遊歩道」が

51.8％で最も多くなっている。次いで、「公共のスポーツ施設」（24.8％）、「公園」（21.2％）、「自宅」（19.0％）などと

なっている。

◆スポーツや運動を行う場所
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この１年間にスポーツや運動を行った人に主にだれと一緒にスポーツや運動を行ったかきいたところ、

「福祉施設の職員・仲間と」（37.2％）、「一人で」（36.5％）、「家族と」（35.0％）が３割台となっている。

◆一緒にスポーツや運動を行った人

障害者がスポーツや運動を行う上で必要とされていると思うことについて、「絶対に必要」とする項目で

は、＜⑮周囲の理解＞（31.4％）、＜⑭公共スポーツ施設職員・関係者の理解＞（28.3％）があげられてい

る。「必要」とする項目では、＜①障害者が利用できるスポーツ施設＞が36.5％で最も多く、次いで、＜⑩ス

ポーツ仲間の確保＞（34.0％）、＜⑬障害者スポーツ全般の情報＞（33.3％）などとなっている。

◆障害者がスポーツや運動を行う上で必要とされていること
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１日に体を動かす程度は、「60分以上」（30.8％）が約３割、次いで、「20分以上40分未満」が27.7％となっ

ている。

◆１日に体を動かす程度

日頃から意識して体を動かしているかについては、日頃から意識をしている人が62.9％となっている。（※

「特に意識していない」、「無回答」を100％から除いた数値。）意識していることでは、「できるだけ、外に出

歩くように心がけている」が約４割で最も多くなっている。

スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向は、「参加したいと思う（継続したいと思

う）」が11.9％、「参加したいと思わない（継続したいと思わない）」が16.4％となっている。また、「わからない」

が43.4％と多くなっている。

◆日頃から体を動かすように意識しているか

◆スポーツや運動に関するボランティア活動への参加（継続）意向



- 26 -

スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なことは、「気軽に参加できる機会の充実」が24.5

％で最も多く、次いで、「ボランティア情報の入手しやすさ」（15.7％）、「家族の理解・協力・応援」（11.9％）、

「自分の能力を活用できる場」（11.3％）などとなっている。

◆スポーツや運動に関するボランティアをするために重要なこと
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東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待することは、「障害者への理解促進」

が44.0％で最も多く、次いで、「障害者スポーツの発展」（35.8％）、「街のバリアフリー化の促進」（34.0％）な

どとなっている。

◆東京2020オリンピック・パラリンピック及びその大会後において期待すること
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区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「高齢者や障害者が

スポーツや運動をしやすい環境づくりの推進」が55.3％で最も多くなっている。次いで、「ボランティアの育

成・支援」（27.0％）、「スポーツや運動をしやすい遊歩道や公園等の環境の整備」（25.8％）などとなってい

る。

◆区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきこと
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①東京2020オリンピック・パラリンピックへの取り組み意向は、「前向きに取り組みたい」（31.4％）と「でき

れば前向きに取り組みたい」（37.1％）を合わせた『前向きに取り組みたい』（計）が68.5％

②具体的に取り組みたい内容は、「スポーツ実施者の増加につながるスポーツ教室・イベント・大会の実

施」、「開催期間中の運営補助」がともに45.8％、「まちづくり・まちの活性化につながるスポーツイベン

ト等の実施」が41.7％

①区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「高齢者や障害

者がスポーツや運動をしやすい環境づくりの推進」が38.6％、「青少年のスポーツ活動の推進」が

35.7％、「学校体育施設の地域開放の推進」が32.9％

◎東京2020オリンピック・パラリンピックについて

◎今後のスポーツ推進について

①団体の役員等の人数は、平均19.9人、年齢別は、60〜69歳が6.9人、50〜59歳が5.6人、70歳以上が

5.5人

②登録チーム数は、11〜20チームが45.7％、登録会員の年代別平均は20歳未満が65.5人、30〜39歳

が61.8人、40〜49歳が58.5人

③団体の行っている主な事業は「種目普及のためのスポーツ教室実施」が37.1％、次いで、「スポーツ

習慣につながるスポーツ教室・イベント実施」が35.7％

④事業の対象年齢は内容により幅が広くなっており、平均は10歳未満から70歳代までと多世代が参加

できるようになっている

⑤他の団体と交流する事業やイベントの実施状況については「行っている」が48.6％

⑥団体が抱えている課題は「運営者が少ない」が40.0％、「運営の後継者がいない」が34.3％

⑦障害者も事業へ参加していると回答した団体は17.1％、現状として参加していない団体も今後受け入

れ検討をしている団体は20.0％

検討している事業としては、パラリンピック気運醸成事業、車椅子バスケットボール、すでに実施して

いる大会への受け入れ体制などがあげられた

障害者の事業を検討していない理由は、「施設が整っていない」「人材の不足」「ノウハウがない」など

があげられた

⑧活動をしている施設を充実させるために必要なことは、「利用時間・利用枠の拡大」が27.1％、「利用

施設の改修」が25.7％、「用具や器具の改善・拡充」が21.4％

⑨スポーツに関して入手したい情報は、「施設の利用に関すること」が25.7％、次いで、「団体の保険、

参加者の安全対策に関すること」が22.9％

⑩今後の団体の目標は、健康増進に向けた生涯スポーツの普及、競技者（アスリート）育成、新規・特

色のある事業は、障害者対象教室、審判員育成、ジュニア育成事業、特に力を入れていきたい取組

は、指導員資格支援、ジュニア競技者（アスリート）の育成、組織の活性化、気軽に参加できるイベント

企画・実施などがあげられている

Ⅳ　スポーツ関係団体調査結果のまとめ

◎団体の活動について
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団体が行っている事業は、「種目普及のためのスポーツ教室実施」（37.1％）、「スポーツ習慣につなが

るスポーツ教室・イベント実施」（35.7％）、「区内に集まる人の交流・まちの活性化につながるスポーツイベ

ントの実施」（30.0％）が３割台などとなっている。

◆実施事業
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団体の運営・活動について課題となっていることは、「運営者が少ない」が４割で最も多く、次いで、「運

営者の後継者がいない」（34.3％）、「指導者が少ない」（28.6％）、「活動者が増えない（新規加入者が少

ない）」（27.1％）などとなっている。

◆運営・活動について課題となっていること



- 32 -

東京2020オリンピック・パラリンピックへ前向きに取り組みたいと考えている団体に具体的な取り組み内

容をきいたところ、「スポーツ実施者の増加につながるスポーツ教室・イベント・大会の実施」、「開催期間

中の運営補助」（ともに45.8％）、「まちづくり・まちの活性化につながるスポーツイベント等の実施」（41.7％

）、「障害者スポーツの振興に向けた活動」（39.6％）が上位項目にあげられている。

◆具体的な取り組み内容

東京2020オリンピック・パラリンピックへの取り組み意向は、「前向きに取り組みたい」（31.4％）と「できれ

ば前向きに取り組みたい」（37.1％）を合わせた『前向きに取り組みたい』（計）が68.5％となっている。

◆東京2020オリンピック・パラリンピックへの取り組み意向
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区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「高齢者や障害者が

スポーツや運動をしやすい環境づくりの推進」（38.6％）、「青少年のスポーツ活動の推進」（35.7％）、「学

校体育施設の地域開放の推進」（32.9％）が３割台などとなっている。

◆区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきこと
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①近隣の商店街や地域内町会との交流・連携・協力等については「ある」が５事業所、「今後検討した

い」が３事業所

具体的な交流・連携・協力等の内容については、町会・商店会の祭りや会合の参加などとなっている

②渋谷区行政との連携・協力については「これまでに実績はないが、今後希望する」が７事業所あり、ス

トレッチなどで運動の良さをアピールしたい、ＰＲのためいろいろな業種との共同でイベントをしたいと

なっている

①営業している内容は「トレーニング・ジム・スタジオ・教室・プール」が５事業所、「トレーニング・ジム・ス

タジオ・教室」が３事業所

クラブの特徴として、幅広い年齢層を対象、スタジオプログラムの充実、最新のフィットネスマシン、充

実したスパ施設、パーソナルトレーニングなどがあげられた

②利用者は男性53.0％、女性47.0％、年代は、30代（29.2％）・40代（28.2％）がおよそ３割近くで、他の

世代より多い。職業別では勤めの人が70.0％、主婦・主夫が15.0％

障害者の利用率は4.9％

③渋谷区内の人の利用率は区内在住者56.3％、在勤者が23.8％、在学者が7.5％

④実施事業としては、「働き世代の運動習慣化に向けた事業」「20代・30代のスポーツ活動者の増加に

向けた事業」「高齢者の体力維持・介護予防に向けた事業」が66.7％、「子供の体力向上の促進事

業」「東京2020オリンピック・パラリンピックに向けたＰＲを含む取組」が44.4％、「障害者のスポーツ活

動支援に向けた事業」が22.2％

⑤力を入れている事業として、キッズ対象教室、アクアプログラム、メディカルスクール、個々に合わせた

プログラム、オンラインサービスによる健康管理などがあげられた

Ⅴ　民間事業者等調査結果のまとめ

◎クラブの概要

◎自治体・地域内連携・協力について

①区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきことは、「働き世代のスポ

ーツ活動の推進」が５事業所、「民間企業と連携したイベント・教室等の開催」と「民間企業と連携した

施設の運営・管理」がそれぞれ４事業所となっている

◎今後のスポーツ推進について
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◆具体的事業名、事業のために用意している設備・用具・備品

◆実施事業
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◆区民のスポーツや運動活動を推進するために渋谷区が取り組んでいくべきこと

渋谷区スポーツに関する意識調査　報告書

（概要版）
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